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２代々木病院の理念

ヒューマニズムにもと
づく医療・介護の実践

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
共
同
組
織

地
域
の
み
な
さ
ん
と

能登半島地震に伴う義援募金のお願い

2024年１月１日に発生した石川県能
登地方を震源とした地震およびその後
の関連災害で被災された皆さまに心よ
りお見舞い申し上げます。代々木病院
では、被災地域の１日も早い復旧を願
い、被災者支援を目的とした募金活動
に取り組みます。寄せられた募金は石
川民医連より各自治体を通じて被災者
の支援に活用されます。皆様の温かい
ご支援をお願いします。
【振込先】
銀行コード 0005
銀行名 三菱ＵＦＪ銀行
支店コード 627
支店名 原宿支店
口座種類 普通預金
口座番号 0011190
口座名義人名 医療法人財団 東京勤
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これからも感染対策の徹底続ける
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旺盛に活動する2024年に旺盛に活動する2024年に
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﹂
と
思

た
県

民
の
方
々
は
多
か

た
か
も

し
れ
な
い

し
か
し
工
事
は

止
ま
ら
な
か

た

今
さ
ら

だ
が

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
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
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
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
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
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
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
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憲
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
介
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
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
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
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
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
ニ

ズ
を
掘
り
起

こ
し

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
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